
１ 計画策定の背景と主旨
令和６年度で市の子育て施策の基となる「第二期佐久市子ども・子育て支援事業計画」が終了すること、令和

５年４月に施行されたこども基本法により、市町村はこども施策についての計画を定めるよう努めるものとさ
れていることから、「佐久市こども計画」を、「第三期佐久市子ども・子育て支援事業計画」と一体的に策定します。
「佐久市こども計画」により、こども・若者と子育て当事者が身体的・精神的・社会的に幸福な生活を送ること
ができる社会を実現していくことを目指します。

２ 計画の性格と位置付け（こども基本法第十条第五項）

３ 計画期間
令和７（2025）年度から令和11 （2029）年度までの５年間

４ 計画の対象
佐久市内に在住、在学、在勤する全てのこども・若者と全ての子育て当事者

出典：人口動態統計
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２ 調査結果から見る子育ての現状
（１）調査目的
計画を策定するに当たり、こどもや子育て家庭、若者など市民の意識と生活環境、子育てサービスの利用状

況等を把握するとともに、これらの調査結果を分析し、計画策定の基礎資料とすることを目的とする。
（２）調査方法
無作為抽出により調査票を郵送、回答方法は返信用封筒での返送又はインターネットでの回答

（３）調査期間
令和６（2024）年３月21日（木）～令和６（2024）年４月26日（金）

（４）各種調査における本市の現状（こども大綱の指標）

３ 子ども・子育て支援事業の量の見込みと確保方策
（１）教育・保育提供区域の設定の趣旨及び内容
地理的条件、人口、交通事情等を総合的に勘案して、保護者やこどもが居宅から容易に移動することが
可能な区域を、「教育・保育提供区域」として定めることとなっています。
本市の教育・保育事業は、現在の利用状況等を総合的に勘案し、第二期に引き続き、提供区域を７行政
ブロックに設定します（幼稚園を除きます。）。
また、地域子ども・子育て支援事業は、市町村が地域の実情に応じ、公共施設や保育所、認定こども園、
児童館等において、子育て中の親子の交流や育児相談、情報提供等を実施する事業です。

（２）量の見込みと確保の方策

※１号認定：保育の必要性のない学校教育意向がある満３歳以上の小学校就学前児童
２号認定：保育の必要性の認定を受ける満３歳以上の小学校就学前児童
３号認定：保育の必要性の認定を受ける３歳未満児

佐久市こども計画【概要版】

１ 統計から見る佐久市の状況
出生数の５年間の推移を見ると、令和元年～３年は年間700人台で推移していましたが、令和４年には700
人を、令和５年には600人を下回っています。合計特殊出生率の推移を見ると、全国平均は上回っているものの、
令和2年の1.66をピークに以降は減少し、令和５年には1.30となっています。

第２章 こども・若者や子育てを取り巻く状況 

第１章 計画策定に当たって 

 

項目

国 佐久市

目標 現状 小学生 中学生 高校生 若者 保護者

「こどもまんなか社会の実現に向かって
いる」と思う人の割合

【こども家庭庁「こども政策の推進に関する

意識調査」】

70％ 15.7％
（2023年）

27.5％ 25.1％ 14.5％ 17.3％ 15.8％

「自分の将来について明るい希望があ
る」と思うこども・若者の割合

【こども家庭庁「こども・若者の意識と生活に

関する調査」】

80％ 66.4％
（2022年）

89.2％ 82.2％ 69.8％ 66.4％ －

出典：長野県毎月人口異動調査

701
739 715

651

583

令和元年 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年
0人

200人

400人

600人

800人

1,000人

＜出生数の推移＞ ＜合計特殊出生率の推移＞

単位 ：人

１

〇こども・若者の定義
こども→「心身の発達
の過程にある者」で年
齢による定義はありま
せん。（こども基本法）

若者→思春期の中学
生世代～青年期の
３０歳未満（こども家庭
庁「こども・若者の意見の
政策反映に向けたガイド
ライン」）

教育・保育事業
令和５年度 令和１１年度

実績 量の見込確保方策 差

１号認定 （３～５歳児：幼稚園） 737 640 640 0

２号認定 （３～５歳児：認定こども園及び保育所） 1,638 1,414 1,779 365

３号認定 （０歳児） 191 229 229 0

３号認定 （１歳児） 319 353 380 27

３号認定 （２歳児） 407 367 420 53



基本理念 重要事項 基本目標 基本施策 

こ
ど
も
ま
ん
な
か
快
適
健
康
都
市
の
実
現 

１ 

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
を
通
し
た
重
要
事
項 

（１）こども・若者が権利の主体であるこ

との社会全体での共有 

1-1 こども・若者の権利に関する理解促進 

1-2 こども・若者の意見表明の機会充実 

（２）多様な遊びや体験、活躍できる機会

づくりを通じた生涯にわたる幸せ

の実現 

2-1  遊びや体験等の機会創出とこども・若者が活躍

できる機会づくり 

（３）こども・若者への切れ目のない保健・

医療の提供による当事者が必要な

支援の確保 

3-1 保健・医療に関する正しい知識の普及啓発と 

必要な支援の確保 

（４）こども・若者の貧困対策による貧困

の解消、一人ひとりの豊かな人生の

実現 

4-1 教育・生活の支援 

4-2 保護者に対する就労の支援 

4-3 経済的支援 

（５）障がいのあるこども・若者等への支

援による将来の自立や社会参加の

実現 

5-1 障がい児・医療的ケア児等への支援 

（６）こども・若者虐待防止対策とヤング

ケアラーへの支援を通じた当事者

の困難な状況からの脱却の実現 

6-1 こども・若者虐待防止の推進 

6-2 ヤングケアラーへの支援 

（７）こども・若者の自殺対策、犯罪など

からこども・若者を守る取組による

安心・安全な社会の実現 

7-1 自殺対策の推進 

7-2 犯罪被害から守る仕組みづくり 

２ 
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
別

の
重
要
事
項 

（１）こどもの誕生前から幼児期まで 

将来にわたる幸せの基礎を培い、 

人生の確かなスタートを切る 

1-1 切れ目ない保健・医療の確保 

1-2 こどもの成長の保障と遊びの充実 

（２）学童期・思春期 

   自己肯定感を高め、将来の可能性を

拓く 

2-1 こどもの成長を支える環境づくりや機会の創出 

2-2 居場所づくり 

2-3 配慮を要するこどもへの支援 

（３）青年期 

   将来の夢や希望を抱き、自己の可能

性を進展させる 

3-1 就労支援、雇用と経済的基盤の安定 

3-2 結婚を希望する方への支援 

３ 

子
育
て
当
事
者
へ
の 

支
援
に
関
す
る
重
要
事
項 

（１）子育てや教育に関する経済的負担の

軽減による子育てしやすい社会の

実現 
1-1 子育てや教育に関する経済的負担の軽減 

（２）地域子育て支援、家庭教育支援によ

る子育て当事者への切れ目のない

支援の実現 

2-1 地域子育て支援、家庭教育支援 

2-2 子育て支援に関わる人材の確保・育成 

（３）共働き・共育ての推進、男性の家事・

子育てへの主体的な参画促進・拡大

による子育てを地域社会全体で支

援する体制づくり 

3-1 子育てしながらでも働きやすい職場環境等の 

整備 

3-2 仕事と子育ての両立ができる保育環境等の充実 

（４）ひとり親家庭への支援による当事者

支援と、こども・若者の最善の利益

の確保 

4-1 子育て・生活の支援 

4-2 就業の支援 

4-3 経済的負担の軽減 

 

１ 基本理念

市の魅力・強みである健康づくりの特色を生かしつつ、こども大綱が目指す「こどもまんなか社会」を
実現する。

※こどもまんなか社会：全てのこども・若者が身体的・精神的・社会的に幸福な生活を送ることができる社会

「こどもまんなか社会」の実現により、こども・若者が、尊厳を重んぜられ、自分らしく自らの希望に応じて
その意欲と能力を生かすことができるようになることや、こどもを産みたい、育てたいと考える個人の希
望が叶うことにつながる。
また、 少子化・人口減少の流れを緩やかにし、未来の人材を社会全体で育み、社会経済の持続可能性が
高められる。こども・若者、子育て当事者の社会的価値が創造され、その幸福が高まり、暮らしやすい快適
健康都市へとつなげる。

2 基本方針
本計画においては、こども大綱の６本の柱を基本方針とし、それを踏まえ施策を展開します。

４ こども・子育てにかかる課題
アンケート調査結果・「第二期佐久市子ども・子育て支援事業計画」の施策等を踏まえ、課題をまとめました。

【こども・若者の権利の周知】
〇こども・若者の権利に関する法令等やその内容の認知度が低いこと

【こども・若者の安心の確保】
〇こども政策に関して意見を聞いてもらえると感じていないこども・若者が多いこと
〇孤独を感じるこども・若者がいること

【こども・若者の生きづらさの緩和】
〇生きづらさを感じるこども・若者について、年齢が上がるにつれてその割合が大きいこと
〇支援対象として法に新たに明記されたヤングケアラーへの適切な支援
〇将来に希望がもてないこども・若者、子育て当事者がいること

【子育て当事者への支援】
〇子育て当事者の負担が大きいこと
〇仕事と家庭生活の両立
〇就業している親（母親）が増えていること
〇子育て当事者の就業時間が長時間化

第３章 計画の基本的な方針 

（１）こども・若者を権利の主体として認識し、その多様な人格・個性を尊重し、権利を保障し、こども・若者
の今とこれからの最善の利益を図る
（２）こどもや若者、子育て当事者の視点を尊重し、その意見を聞き、対話しながら、ともに進めていく
（３）こどもや若者、子育て当事者のライフステージに応じて切れ目なく対応し、十分に支援する
（４）良好な成育環境を確保し、貧困と格差の解消を図り、全てのこども・若者が幸せな状態で成長できる
ようにする
（５）若い世代の生活の基盤の安定を図るとともに、多様な価値観・考え方を大前提として若い世代の視
点に立って結婚、子育てに関する希望の形成と実現を阻む問題の打破に取り組む
（６）施策の総合性を確保するとともに、国、県、近隣市町村、民間団体等との連携を重視する

こどもまんなか快適健康都市の実現

３ 施策の体系単位 ：人

２

令和５年度

実績 量の見込 確保方策 差

264,546 282,977 282,977 0

33,085 44,851 44,851 0

2,774 3,556 3,556 0一時預かり事業(幼稚園型を除く)

延長保育事業

一時預かり事業(幼稚園型)

地域子ども・子育て支援事業

令和１１年度



（１）こどもの誕生前から幼児期まで 将来にわたる幸せの基礎を培い、人生の確かなスタートを切る

（２）学童期・思春期 自己肯定感を高め、将来の可能性を拓く

（３）青年期 将来の夢や希望を抱き、自己の可能性を進展させる

（１）子育てや教育に関する経済的負担の軽減による子育てしやすい社会の実現

（２）地域子育て支援、家庭教育支援による子育て当事者への切れ目のない支援の実現

（３）共働き・共育ての推進、男性の家事・子育てへの主体的な参画促進・拡大による子育てを地域社
会全体で支援する体制づくり

（４）ひとり親家庭への支援による当事者支援と、こども・若者の最善の利益の確保

（１）こども・若者が権利の主体であることの社会全体での共有

（２）多様な遊びや体験、活躍できる機会づくりを通じた生涯にわたる幸せの実現

（３）こども・若者への切れ目のない保健・医療の提供による当事者が必要な支援の確保

（４）こども・若者の貧困対策による貧困の解消、一人ひとりの豊かな人生の実現

（５）障がいのあるこども・若者等への支援による将来の自立や社会参加の実現

（６）こども・若者虐待防止対策とヤングケアラーへの支援を通じた当事者の困難な状況からの脱却
の実現

（７）こども・若者の自殺対策、犯罪などからこども・若者を守る取組による安心・安全な社会の実現

第４章 施策の展開 

１－１ こども・若者の権利に関する理解促進

・こどもの権利に関する周知（新）

・人権教育の推進

５－１ 障がい児・医療的ケア児等への支援

・障がい児保育事業 ・加配保育士研修 ・保育所巡回相談 等

２－１ 遊びや体験等の機会創出とこども・若者が活躍できる機会づくり

・子ども・子育て支援拠点施設の整備及び運営（新） ・子育て関連施設の環境改善事業

・銀河連邦こども留学交流事業 ・佐久市子ども環境形成ガイドラインを踏まえた公共施設等の整備 等

３－１ 保健・医療に関する正しい知識の普及啓発と必要な支援の確保

・利用者支援事業（妊婦等包括相談支援事業型） ・プレコンセプションケアの周知・啓発

・子育て力向上事業 教えて！ドクター ・妊産婦（プレママ）福祉医療費給付事業 等

４－１ 教育・生活の支援

・義務教育に係る費用の支援

・子どもの学習・生活支援事業

等

７－１ 自殺対策の推進

・中学生向け自殺予防啓発事業

・中学生のための陽だまりハート♡ライン 等

2－１ こどもの成長を支える
環境づくりや機会の創出

・幼保小連絡協議会

・子育て支援４者連絡会議 等

２－１ 地域子育て支援、家庭教育支援

・延長保育事業

・ファミリー・サポート・センター事業
（子育て援助活動支援事業） （新） 等

１ ライフステージを通した重要事項

３ 子育て当事者への支援に関する重要事項

１－２ こども・若者の意見表明の機会充実

・こども・若者への意見聴取（新）

・佐久市子ども議会 等

４－２ 保護者に対する就労の支援

・雇用や労働に関する法律及び各種
制度の周知と活用の促進

・企業等と連携した労働環境の改善
促進 等

４－３ 経済的支援

・児童手当支給事業

・子ども福祉医療費給付事業

等

6－１ こども・若者虐待防止の推進

・要保護児童対策地域協議会運営 ・児童虐待防止の啓発

・子育て世帯訪問支援事業の検討（新） 等

６－２ ヤングケアラーへの支援

・ヤングケアラー支援事業（新）

・子どもSOSそうだんフォーム「タッチ
（TOUCH）」

７－２ 犯罪被害から守る仕組みづくり

・佐久市登下校見守り活動（見守り隊）

・SakuKids メディア Safety

２ ライフステージ別の重要事項

１－１ 切れ目ない保健・医療の確保

・妊婦一般健康診査事業

・妊婦一般健康診査県外受診費用払い 等

１－２ こどもの成長の保障と遊びの充実

・保育士資格保有者の確保・活用

・教育・保育施設等の運営基準の設定 等

2－２ 居場所づくり

・こどもの居場所づくりの推進

・チャイルドライン支援事業 等

2ー３ 配慮を要するこどもへの
支援

・教育相談員配置事業

・チャレンジ教室設置事業 等

３－１ 就労支援、雇用と経済的基盤の安定

・ひとり親家庭高等学校卒業程度認定試験合格支援事業

・就職ガイダンス 等

３－2 結婚を希望する方への支援

・結婚相談事業への支援

１－１ 子育てや教育に関する経済的負担の軽減

・児童手当支給事業 ・妊産婦（プレママ）福祉医療費給付事業

・子ども福祉医療費給付事業 ・未熟児養育医療給付事業 等

２－２ 子育て支援に関わる人材の確保・育成

・子育て支援員等研修事業

・保育所職員等研修事業 等

３－１ 子育てしながらでも働きやすい職場環境等の整備

・雇用や労働に関する法律及び各種制度の周知と活用の促進

・育休明け入所予約制等

４－１ 子育て・生活の支援

・母子・父子自立支援員の設置

・母子生活支援施設入所制度事業

○子ども・子育て支援拠点施設完成予想図

本施設には、「佐久市子ども環境形成ガイドライン」
を踏まえ、「こどもにとってより良い環境」に配慮した
工夫が随所に施されています。
本施設が、こどもや子育ての拠点として、こどもの
健やかな成長と、安心してこどもを生み育てられる
まちづくりに寄与し、市民の民様に安心感を与えら
れる存在となることを目指します。

３

３－２ 仕事と子育ての両立ができる保育
環境等の充実

・延長保育事業

・一時預かり事業 等

４－2 就業の支援

・自立支援教育訓練給付事業

・高等職業訓練促進給付金事業

等

４－３ 経済的負担の軽減

・児童扶養手当支給事業

・子どもの学習・生活支援事業

等



１ 計画における数値目標
本計画の基本理念で最重要事項である「こどもまんなか快適健康都市」の実現度を図るための指標、こども
大綱でも掲げられている「「こどもまんなか社会の実現に向かっている」と思う人の割合」を最重要指標に位置
づけます。

※【佐久市こども計画策定に係るアンケート】

出典：佐久市「佐久市の取組への満足度・重要度及び住みやすさ感・健康感・幸福感に関する市民アンケート」
※１各指標は「第二次佐久市総合計画後期基本計画」の最終年度令和８年度の目標値と整合を図っています。
※２各値は「満足」５点、「やや満足」４点、「どちらでもない」３点、「やや不満」２点、「不満」１点とし、回答者の
平均値で算出

指標 目標 小学生 中学生 高校生 若者 保護者

「こどもまんなか社会の実現
に向かっている」と思う人の
割合

※令和５
（2023）年度
現状値

27.5％ 25.1％ 14.5％ 17.3％ 15.8％

令和11
（2029）年度
目標値

70％ 70％ 70％ 70％ 70％

出典：人口動態統計、健康づくり推進課
※本指標は「佐久市デジタル田園都市国家構想総合戦略」の最終年度令和８年度の目標値と整合を図って
います。

２ 計画の進捗管理
本計画は「佐久市保健福祉審議会児童福祉部会（佐久市子ども・子育て支援専門委員会）」におい
てPDCAサイクルに基づき進捗管理・評価を行います。
なお、子ども・子育て支援事業の量の見込みや、本計画の数値目標が、実績と大きく乖離した場合、また

社会情勢の変化や関連制度等の改正がなされた場合、主体となるこども・若者の声を聴きながら、必要に応
じて計画や施策の見直しを行います。

３ 計画の推進体制
子育てに関わる施策分野は、福祉のみならず、保健、医療、教育等、多岐にわたっています。
このため、計画に定める施策の推進には、庁内関係部局の連携・協力により、こどもや子育て家庭を
取り巻く環境、社会・経済情勢、国の政策動向等のさまざまな状況の変化に的確かつ柔軟に対応しな
がら、着実な推進に努めます。

４ 計画とSDGｓの関係
「第二次佐久市総合計画」において、各分野における施策を実行することでSDGsの目標達成に貢献
することしています。本計画においても、計画に掲げた取組を進めることで、「ゴール1・3・4・5・8・10・16」
の目標達成に寄与します。

第５章 計画の推進 

指標

令和7
（2025）
年度
目標値

令和8
（2026）
年度
目標値

令和9
（2027）
年度
目標値

令和10
（2028）
年度
目標値

令和11
（2029）
年度
目標値

「幼児教育」施策満足度

※令和５（2023）年度現状値3.32
3.40 3.48 3.48以上

「ひとり親家庭支援・低所得者福祉」

施策満足度

※令和５（2023）年度現状値3.10

3.12 3.15 3.15以上

「少子化対策・母子保健」施策満足度

※令和５（2023）年度現状値3.11
3.15 3.20 3.20以上

「子育て支援・児童福祉」施策満足度

※令和５（2023）年度現状値3.28
3.32 3.36 3.36以上

指標

令和7
（2025）
年

目標値

令和8
（2026）
年

目標値

令和9
（2027）
年

目標値

令和10
（2028）
年

目標値

令和11
（2029）
年

目標値

合計特殊出生率

※令和５（202３）年現状値1.３０
1.48 1.67 1.67以上

４


